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精密検査画像　　 1

瞥靄圧 五20kV 管電圧 12〔激v

管飜 5  mA 管電流 攤 1

寝台纖 速度 2伽 ln ／sec 寝台綴 睡 度 2mm ／secl
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繭 繊 場在ヘ リカル CT による肺がん横診似 下LS （）T）は各地で始まっ てきてい るが、その 撮影条件を設定する際に画質 レベ

ル の 均
一
化を図る物差しがない 。そ の 為、撮影条件の 決定に各施設独自の基準が用い られ てい る。そこで肺野条件を持つ 現実に

即した ファン トムを作成するため に、実際 にCT で 見 つ かっ た病変をもとに どの ようなサ イズ とコ ントラス トが描出されてい るか を検討

し属 それを慕準として、そ こから割 り出されたデータを基 に模 擬 病変（旺璽瘤）の LSCT 用茲準値を検詞したの で 報告する。

1方法瞭 京都予防医学脇会と神奈川 県予 防医学協会で 行っ たLS σ fで 発見され た癌 、
30症例の 精密検査 画像か ら、それ らの

サイズ及び肺野 との コ ン トラス トを測定し蔦 表1の 様に LSCT お よび精密検査の 撮影及び測定画簸 牛は 統
一・・

の 墓に行っ た。測

定位置はその 病変が最大割面を持つ 画像とした。GGA はCT 値により決まっ て い るわけで はな く、すリガラス 状に確認で きる病変

を擬 ダた め、実測したCT 値が対 象 で はなく肺野との ニ ン トラス トが重要で あると考えた。そこで GGA はフ リ
ー・ROIで繍野を含まな

い 様に鶲 を揖定し、肺野は血管を倉 まな い G娘A近 鱒を楕 F亅RO 亙で 溺定、そ の 差を求めた。サイズはその 長径とした。

1結果 考黶 今回実際に発見された病変の なか で、GGA を伴う病変を測定し、平均を出すと表2の ようになり、これ らの 数値か

ら図1の ようなおおよそ の 三角形が示 される。右側 の 辺は神奈川県予防医学協会の 田 中医師らが 見っ けた 関係で、yを腫瘍es。　x

をHU とすると、　y＝£ ．126x−i．（）4 の 直線で表され る。これより左側の もの はほぼ胸部単純 で は見つ けられない 穎域を示してい る。左

側の 辺 は今図測定 され た結果か らデ
ータの

．一
番左もの 同 士を結んだ線である。左 辺も変動する可能性はあるが、少なくとも三角形

の 内側に 入るように角度 が変わる事は ない と考える。さらに規在、5離 エ！以 下の もの は病変としなくても良い とす る考えが 主流である

か ら、この 餓 蒲 韲 5  の ところで鞠 髑   値とさ鴻
一

嬲 田 轍 瀚 で効 っ てお り、現擬 は 糶 の な 毆 定と

雷える。以上か ら今回 はこの 三角形の 中に含まれる領域を模擬病変の CT 値として設 定した。肺野 との コ ン トラス トは。　GGA の み で

構成される病変は差として極端に低く、逆に充実性の もの は相鋤 に高くなる。 その ため、これらの 数値 にある程度幅を持たせ て 、

数ス テ ップの σ 丁値を持つ 模擬病変を組み 込 む ことが理想と考えるが、病変サイズ と組み合わせ ると模擬病変数が 増えて しまい 、

ファン トム 内に入 りきらない 為、その 種類を限定し鵡 病変と肺野との コ ン 1ラス トは265 ，4HU である。さらに最少の コ ン トラス トは。

100HU 前後で ある事か ら、肺野の 平均CT 緯
一900HU か ら考えると模擬病変として は、− 650HU お よび 一800HIU に近似する

もあが適当と考えた。模擬病変の 大きさとして は発 見病変の 最樹 直及び 平均値前後の 大きさを、数種類組み 込 むことが最善と考え

鵡 そこで 攤 鞴 変酪 α 細 、7、5。3mm の 大きさ毆 定し齲 麟 の 大きさは平均11．8雌 最少 の もα 漁 5  であ

っ たの でそ卿 隴 として 7  を組み 勘 だ。この フ ァン ト雄 、S（縛 用ファ ン ト堵 訪 か らに｝ま、髞 脇 鞍 命慰 撫

そこでオーバ ードーズ を防ぐ事により余計な被爆を与えない 、と言う方向か ら荐え3  の模擬病変を設定した。
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